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「吉野川市」誕生―。

２００４年 １０月１日平成
１６年

「
吉
野
川
市
」
誕
生
ー
。

２
０
０
４
年
（
平
成
１６
年
）
１０

月
１
日
、
未
来
へ
の
扉
が
開
く

ー
。

麻
植
郡
４
町
村
「
鴨
島
町
」「
川

島
町
」「
山
川
町
」「
美
郷
村
」
が

合
併
。

受
け
継
ぎ
、
受
け
継
が
れ
、
は

ぐ
く
み
、
は
ぐ
く
ま
れ
て
き
た
、

大
切
な
も
の
…
。

そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
が
、
世
代
を

越
え
て
一
つ
に
な
り
、
生
ま
れ

た
「
吉
野
川
市
」。

夢
は
、
未
来
へ
と
紡
が
れ
て
ゆ

く
。

扉
の
向
こ
う
へ
。

き
ら
め
き
を
、
放
ち
な
が
ら
…
。

誕

生

２
０
０
４
年（
平
成
１６
年
）１０
月

１
日
、麻
植
郡
４
町
村（
鴨
島
町
・

川
島
町
・
山
川
町
・
美
郷
村
）
が

合
併
し
、
「
吉
野
川
市
」
が
誕
生
。

午
前
８
時
、
吉
野
川
市
役
所
イ

ベ
ン
ト
広
場
で
、
吉
野
川
市
役
所

開
庁
式
が
開
催
。
元
４
町
村
長
を

は
じ
め
、
県
知
事
や
市
議
会
議
員

な
ど
、
関
係
者
が
出
席
。
市
旗
の

掲
揚
や
市
役
所
の
銘
板
除
幕
な
ど

が
行
わ
れ
、
吉
野
川
市
が
、
ス
タ

ー
ト
。

誓

い

式
辞「

…
明
日
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
、
こ
の
『
吉
野
川
市
』
に
生
ま

れ
育
っ
た
こ
と
を
誇
り
と
し
、
い

つ
ま
で
も
『
吉
野
川
市
』
に
愛
着

を
持
ち
続
け
ら
れ
る
ま
ち
に
す
る

こ
と
が
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た

使
命
…
。」と
、
野
口
順

吉
野
川

市
長
職
務
執
行
者
。

「
１
番
」

１０
月
１
日
に
ス
タ
ー
ト
し

た
「
吉
野
川
市
」。市
役
所
の

窓
口
で
は
、
住
民
票
や
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付
を
受

け
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

原
動
機
付
自
転
車
等
の
１
番
の
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
手
に
。

）（
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輝
く
思
い

市
旗
掲
揚

青
と
緑
が
白
地
に
映
え
る
、
吉
野

川
市
旗
。

ゆ
っ
く
り
と
、
上
空
へ
と
掲
げ
ら

れ
て
ゆ
く
。

ひ

朝
の
陽
に
照
ら
さ
れ
、
ま
っ
さ
ら

な
光
を
発
す
る
。

穏
や
か
な
、
大
気
の
流
れ
。

澄
ん
だ
朝
の
風
に
、
時
折
な
び
く
。

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
は
、
輝
く
。

未
来
へ
の
扉

市
役
所
銘
板
除
幕

２
０
０
４
年
（
平
成
１６
年
）
１０

月
１
日
、
未
来
へ
の
扉
が
開
い
た
。

午
前
８
時
３０
分
よ
り
、
数
分
前
の

こ
と
。
取
り
除
か
れ
た
幕
の
向
こ

う
に
は
、
吉
野
川
市
役
所
の
銘
板
。

拍
手
は
、
幸
福
の
白
い
鳥
と
な

り
、
空
へ
と
舞
い
上
が
る
。
希
望

の
き
ら
め
き
と
と
も
に
、
未
来
へ

と
…
。

�

『広報よしのがわ』
毎月第２水曜日発行。

麻植郡４町村の広報誌が、一つになり、
『広報よしのがわ』が生まれました。発行
は、毎月の第２水曜日です。
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吉野川市長選挙の投票日は平成１６年１１月１４日（日）
○ 投票場所と時間は次のとおりです。

○ 投票には、投票所入場券を各自切りはなし、必ず本人が投票所に持参してください。
（もし忘れても投票はできます。）

○ 投票日までに、転出（吉野川市外に住所移転）された方は、投票することができません。

投票時間

午前７時～午後８時

午前７時～午後７時

午前７時～午後５時

午前７時～午後７時

施 設 名

牛 島 小 学 校 体 育 館
上 浦 幼 稚 園
森 山 地 区 公 民 館
飯尾敷地小学校体育館
西 麻 植 小 学 校 体 育 館
飯尾敷地コミュニティセンター
鴨 島 小 学 校 体 育 館
吉 野 川 市 役 所
麻植郡農協喜来集荷場
知 恵 島 小 学 校 体 育 館

川 島 公 民 館 山 田 分 館
川 島 東 保 育 所
川 島 公 民 館 岡 山 分 館
川 島 中 学 校 武 道 場
学 島 小 学 校 体 育 館
近 久 公 会 堂

元 木 会 館
山 瀬 小 学 校 体 育 館
瀬 詰 老 人 会 館
日 吉 会 館
川 田 小 学 校 体 育 館
川 田 中 小 学 校 体 育 館
川 田 西 小 学 校 体 育 館
迎 坂 消 防 詰 所
皆 瀬 集 会 所
榎 谷 集 会 所

中 村 集 落 セ ン タ ー

中 枝 小 学 校 体 育 館
美 郷 中 学 校 体 育 館
東 山 小 学 校 体 育 館

投票所名

牛島第１投票所
牛島第２投票所
森 山 投 票 所
西尾第１投票所
西尾第２投票所
西尾第３投票所
鴨島第１投票所
鴨島第２投票所
鴨島第３投票所
知恵島投票所

山 田 投 票 所
川 島 投 票 所
岡 山 投 票 所
桑 村 投 票 所
学 島 投 票 所
近 久 投 票 所

山川第１投票所
山川第２投票所
山川第３投票所
山川第４投票所
山川第５投票所
山川第６投票所
山川第７投票所
山川第８投票所
山川第９投票所
山川第１０投票所

美郷第１投票所

美郷第２投票所
美郷第３投票所
美郷第４投票所

鴨

島

川

島

山

川

美

郷
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○ 期日前投票について
ア 選挙当日に正当な事由により投票に行けない方は、期日前投票をすることができます。

○ 不在者投票について
ア 病院等に入院されている方は、不在者投票ができる指定病院等であれば、病院等で不

在者投票ができます。早めに病院長に申し出てください。
イ 身体障害者または、介護保険上の要介護者で郵便投票証明書の交付を受けられている

方は、郵便投票ができます。

○立候補予定者事前説明会 １０月２０日（水）午前１０時から吉野川市役所３階大会議室
○吉野川市長選挙の立候補受付 １１月７日（日）午前８時３０分～午後５時
お問い合わせ 吉野川市選挙管理委員会（ＴＥＬ２２―２２１１）

�
吉
野
川
市
ス
タ
ー
ト

平成１６年１１月８日（月）～１１月１３日（土）
午前８時３０分～午後８時００分

吉野川市役所 １階１０１会議室

イ 職務等に従事中であること。
ロ 用務・事故のため、投票区の区域外に旅行・滞在中であること。
ハ 疾病・負傷・妊娠・老衰等のため歩行が著しく困難であること。

期日前投票
の期間

期日前投票
の場所

期日前投票が
できる主な理由

郵便投票ができる主な記載内容

イ 両下肢・体幹の障害、もしくは移動機能の障害にあっては
１級・２級

ロ 心臓・腎臓・呼吸器・ぼうこう・直腸・小腸の障害にあって
は１級・３級

要介護状態区分が「要介護５」

新たに身体障害者手帳の交付を受けられた方または、要介護状態区分が「要介護５」と
認定された方で、郵便投票を希望される方は早めに選挙管理委員会に連絡してください。

身体障害者手帳

介護保険被保険者証
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８月２９日、鴨島町閉町記念式典
（鴨島公民館） ８月２９日、川島町立町５０周年・

閉町記念式典、第２０回社会福
祉大会 （農村環境改善センター）

９月５日、山川町町制施行５０周
年記念式典・閉町記念式典
（アメニティセンター）

９月５日、美郷村村制施行５０
周年・閉村記念式典
（ふるさとセンター）
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７月１８日、第２４回徳島
県消防操法競技大会
（徳島市民吉野川運動広場）

ポンプ車操法の部で山川町消防
団第５分団が３位入賞。

８月１９日、交通安全
全国キャラバン隊
山川町伝達式
（アメニティセンター）

８月２８日、山川町敬老
町民のつどい

８
月
２５
日
、
山
川
町

こ
ど
も
議
会
開
会

こ
ど
も
議
会
実
行
委
員
長
・
藤

本
茂
樹
さ
ん
の
あ
い
さ
つ

（アメニティセンター）

鴨島町敬老大会

９
月
５
日
、
鴨
島
体
育
館
で
鴨

島
町
敬
老
大
会
が
あ
り
、
町
内
の

７７
歳
以
上
の
方
な
ど
約
１
０
０
０

人
が
参
加
。
町
長
か
ら
、
卒
寿（
９０

歳
）
を
迎
え
ら
れ
た
方
、
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
婚
（
結
婚
後
６０
年
）
を
迎

え
た
ご
夫
妻
、
金
婚
（
結
婚
後
５０

年
）
を
迎
え
た
ご
夫
妻
に
記
念
品

と
祝
い
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
式

典
後
に
は
、
鴨
島
町
天
寿
会
連
合

会
に
よ
る
余
興
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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防
災
訓
練

９
月
１２
日
、
西
郷
自
主
防
災
組

織
（
鴨
島
町
内
の
大
西
自
治
会
・

中
西
自
治
会
・
む
つ
み
自
治
会
・

大
北
自
治
会
第
２
班
の
住
民
で
構

成
）
の
防
災
訓
練
と
講
演
会
が
開

催
。
訓
練
で
は
、
震
度
４
強
の
地

震
が
発
生
し
た
と
想
定
。
防
災
班

長
が
各
会
員
宅
を
訪
れ
、
安
否
の

確
認
を
し
て
ま
わ
っ
た
。
こ
の
ほ

か
、
消
防
ポ
ン
プ
の
操
作
方
法
の

訓
練
な
ど
を
行
っ
た
後
、
会
場
を

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
へ
移
動
。
神

戸
市
「
人
と
未
来
防
災
セ
ン
タ

ー
」
で
来
館
者
に
震
災
体
験
を
語

る
「
語
り
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と

し
て
活
躍
中
の
長
岡
照
子
さ
ん
に

よ
る
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市議会議場が完成
市
議
会
議
員
（
６２
人
）
の
在
任

特
例
期
間
（
平
成
１６
年
１０
月
１
日

か
ら
平
成
１８
年
３
月
３１
日
ま
で
の

１
年
６
カ
月
間
）
使
用
さ
れ
る
市

議
会
議
場
が
市
役
所
（
旧
鴨
島
町

役
場
）
４
階
北
側
に
９
月
に
完
成

し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
感
謝
状

９
月
１２
日
、
鴨
島
町
役
場
大
会

議
室
で
、
長
年
に
わ
た
り
、
鴨
島

町
の
教
育
文
化
の
振
興
に
力
を
尽

く
さ
れ
た
方
々
に
、
鴨
島
町
教
育

委
員
会
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

河
野
重
雄
（
西
麻
植
）

江
本
佳
一
（
粟
島
）

津
川
朝
江
（
西
麻
植
）

大
久
保
和
子
（
森
藤
）

山
口
幸
雄
（
牛
島
）

川
眞
田
聖
郎
（
鴨
島
）

大
久
保
佳
彦
（
森
藤
）

沼
田
惠
子
（
山
路
）

手
づ
く
り
絵
本
の
会

瀬
尾
規
子
（
西
麻
植
）

森
本
正
（
飯
尾
）

渡
部
宏
（
内
原
）

藤
井
利
夫
（
牛
島
）

村
上
瑛
一
（
上
浦
）

市
役
所
の
駐
車
場
拡

張
工
事
が
完
成

市
役
所
の
来
客
用
駐
車
場
と
し

て
、
１０
月
使
用
開
始
を
目
指
し
進

め
て
い
た
工
事
が
９
月
に
完
成
。

駐
車
台
数
が
５２
台
増
え
、
１
３
３

台
の
駐
車
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
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情
報
広
場�

木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
募
集
！

耐
震
診
断
っ
て
な
に
？

１
９
９
５
年
（
平
成
７
年
）
に

起
き
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

亡
く
な
っ
た
方
の
多
く
が
建
物
の

倒
壊
な
ど
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

特
に
被
害
が
大
き
か
っ
た
の
は
、

昭
和
５６
年
以
前
の
古
い
建
築
基
準

で
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
で
し
た
。

木
造
住
宅
の
耐
震
性
に
つ
い
て
は
、

こ
の
ほ
か
に
も
住
宅
が
建
つ
地
盤

や
敷
地
の
周
囲
な
ど
の
条
件
も
影

響
し
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
ポ
イ
ン

ト
を
評
価
す
る
の
が
耐
震
診
断
で

す
。２

０
３
０
年
こ
ろ
ま
で
に
発
生

す
る
確
率
が
約
４０
％
と
予
測
さ
れ

る
南
海
地
震
。
そ
の
対
策
と
し
て
、

吉
野
川
市
で
は
、
市
内
木
造
住
宅

の
専
門
家
に
よ
る
耐
震
診
断
を
実

施
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
あ
な
た
も
家
の

耐
震
診
断
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
対
象
に
な
る
木
造
住
宅
】

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
木

造
住
宅
が
対
象
で
す
。

�
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
着

工�
在
来
軸
組
工
法
や
伝
統
構
法
に

よ
り
建
築
（
木
質
プ
レ
ハ
ブ
工
法

や
２
×
４
工
法
は
除
き
ま
す
。）

�
平
屋
ま
た
は
２
階
建
て
（
併
用

住
宅
、
共
同
住
宅
・
長
屋
、
借
家

も
含
み
ま
す
。）

�
現
在
、
住
ん
で
い
る
こ
と

【
自
己
負
担
金
】

１
戸
建
て

３
０
０
０
円

２
戸
以
上
の
共
同
住
宅
等

６
０
０
０
円

【
募
集
戸
数
】

３７
戸
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、

予
算
の
範
囲
内
と
し
ま
す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
公
開
抽

選
と
し
ま
す
。

【
申
込
期
間
】

１０
月
１８
日
�
〜
１１
月
３０
日
�

【
申
込
方
法
】

各
支
所
地
域
課
と
市
建
築
住
宅

課
（
市
役
所
２
階
北
側
）
に
備
え

付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
添
付
書
類
と
一
緒
に
市

建
築
住
宅
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。申

込
書
は
、
吉
野
川
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

吉
野
川
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ

ス
http
://w
w
w
.city.

yoshinogaw
a.lg.jp/

【
申
込
書
類
】

�
木
造
住
宅
耐
震
診
断
申
込
書

（
１
戸
建
て
用
、
ま
た
は
長
屋
建

て
・
共
同
住
宅
用
の
ど
ち
ら
か
）

�
添
付
書
類

ア
）
外
観
写
真
（
サ
ー
ビ
ス
版

２
枚
程
度
）

イ
）
住
宅
の
位
置
図
（
住
宅
地

図
等
の
コ
ピ
ー
可
）

ウ
）
建
築
時
期
が
分
か
る
書
類

（
建
築
確
認
通
知
書
、
建
物
の
登

記
簿
、
家
屋
固
定
資
産
税
課
税
明

細
書
、
そ
の
他
）

エ
）
長
屋
建
て
・
共
同
住
宅
に

つ
い
て
は
、
入
居
者
全
員
の
木
造

住
宅
耐
震
診
断
同
意
書

●
耐
震
診
断
の
流
れ

―
耐
震
診
断
結
果
に
基
づ
き
、
改

修
や
改
築
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
―

耐
震
診
断
を
行
う
診
断
員

○
建
築
士
事
務
所
に
所
属
す
る
建

築
士
で
、
県
の
講
習
を
受
講
済
み
。

○
（
社
）
徳
島
県
建
築
士
事
務
所

協
会
か
ら
派
遣
。

○
徳
島
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
員

の
登
録
証〔
県
知
事
印
有
〕を
携
帯
。

�
申
込
書
と
添
付
書
類
を
提
出
。

�
診
断
対
象
住
宅
に
は
、
選
定
結
果
通
知
書
を
送
付
。

�
日
時
等
打
ち
合
わ
せ
の
上
、
耐
震
診
断
員
が
調
査
（
時
期
は
個
別

に
打
ち
合
わ
せ
）。こ
の
と
き
に
自
己
負
担
金
を
支
払
い
。

�
後
日
、
報
告
書
を
作
成
。
第
三
者
が
再
チ
ェ
ッ
ク
。

�
数
週
間
か
ら
２
カ
月
程
度
後
、
耐
震
診
断
員
が
診
断
結
果
を
説
明

に
再
訪
問
。

◆
耐
震
改
修
に
補
助

を
予
定

耐
震
診
断
の
結
果
、
危
険
と
判

断
さ
れ
た
住
宅
で
、
耐
震
改
修
を

希
望
さ
れ
る
住
宅
１０
戸
分
に
つ
い

て
、
平
成
１６
年
１１
月
か
ら
補
助
制

度
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

市
建
築
住
宅
課
建
築
営
繕
係

�
	
２
２
２
５

募
集
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市で収集するごみの種類は次のとおりです。各地区ごとに出し方が異なる場合が

ありますので、確認のうえ、決められた日時・場所に、ルールを守って出してくだ

さい。出す日は、各地区の収集カレンダー（日程表）でご確認ください。

◆鴨島町◆ 鴨島環境センター TEL．２４―５６９７

ご
み
の
分
別
と
正
し
い
出
し
方
に
つ
い
て

◆川島町◆ 西環境センター TEL．４２―５３３３

◆山川町◆ 西環境センター TEL．４２―５３３３ 鴨
島
環
境
セ
ン
タ
ー（
鴨
島
町
）

�
�
５
６
９
７

西
環
境
セ
ン
タ
ー（
山
川
町
）

�
�
５
３
３
３

◆美郷◆ 西環境センター TEL．４２―５３３３

※必ず各地区で決められた指定のごみ袋で出してください。

指定ごみ袋

指定ごみ袋

指定ごみ袋

指定ごみ袋

指定ごみ袋

※鴨島町内２地域に分けて収集しています。

台所の生ごみ、紙くず、庭木、ふとん、新聞紙、雑
誌、段ボール、家具類（四方５０�以内）

ペットボトル

ビール、ジュース等のアルミ缶、スチール缶、鍋、
やかん、石油ストーブ、ファンヒーター、自転車、
その他金属類

無色透明ビン、色付きビン（茶色・黒色・青色・緑
色等）

茶碗、ゴム製品、プラスチック製品、鋳物類、マッ
トレス、ソファー、掃除機、扇風機、電子ジャー、
化粧品ビン等

週２回

月１回

月１回

燃えるごみ

ペットボトル

カン類

ビン類

燃えないごみ
（粗大ごみを含む）

資
源
ご
み

指定ごみ袋

指定ごみ袋

コンテナ

コンテナ

指定ごみ袋

紙ひもで縛る

指定ごみ袋

指定ごみ袋

回収ボックス

※粗大ごみの出し方：地区のごみ集積場に決められた日、決められた時間に出してください。

台所の生ごみ、紙くず、食品関係包装ビニール

ペットボトル

アルミ缶、スチール缶、スプレー缶

無色透明ビン、茶色ビン、透明ビン、その他ビン

発泡スチロール、食品トレイ

新聞紙、雑誌、段ボール、厚紙、紙パック、菓子箱
ほか

布類、毛布

洗剤容器、油類ほか

乾電池・蛍光灯

自転車、三輪車、スチールいす、その他金属類

木製家具、カーテン、クッション、ふとんなど

掃除機、扇風機、電子ジャー、トースターなど

歩行器、衣装箱、プラスチック家具、おもちゃなど

週２回

月１回

随時

年４回

燃えるごみ

ペットボトル

カン類

ビン類

発泡・トレイ

紙類

布類

洗剤容器

乾電池・蛍光灯

金属類

燃える物

小型家電

プラスチック類

資
源
ご
み

粗
大
ご
み

指定ごみ袋

指定ごみ袋

自己搬入

回収容器

指定ごみ袋

指定ごみ袋

指定ごみ袋

ひもで縛る

紙くず、台所の生ごみ

埋立ごみ

原則は指定ごみ袋に入らないもの

使用済み乾電池

アルミ缶、スチール缶、スプレー缶

ペットボトル

無色透明ビン、茶色ビン、その他ビン

新聞、雑誌、段ボール

週２回

月１回

月２回

月１回

月１回

燃えるごみ

燃えないごみ

粗大ごみ

有害ごみ

カン類

ペットボトル

ビン類

古紙

資
源
ご
み

指定ごみ袋

ごみ集積所

ごみ集積所

ひもで縛る

ごみ集積所

台所の生ごみ、紙くず、皮革製品、木くずなど

ビールビン、しょうゆビン、皿、ガラス、陶器など

ジュースなどの缶（アルミ缶、スチール缶）など

新聞紙、雑誌、段ボール、紙パック

ペットボトル

週２回

月２回

月２回

月２回

燃えるごみ

破砕ごみ

圧縮ごみ

紙類

ペットボトル
資源ごみ

環
境
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収
集
で
き
な
い
ご
み
に
つ
い
て

市で収集できないごみは、次のとおりです。

鴨
島
環
境
セ
ン
タ
ー（
鴨
島
町
）

�
�
５
６
９
７

西
環
境
セ
ン
タ
ー（
山
川
町
）

�
�
５
３
３
３

今
日
か
ら
実
践
「
ご
み
を

出
さ
な
い
、
つ
く
ら
な
い

３
つ
の
Ｒ
」

ス
ー
パ
ー
の
特
売
日
、
つ
い
つ

い
あ
れ
も
こ
れ
も
と
買
い
込
ん
で

し
ま
い
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
ち

ょ
っ
と
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

食
べ
き
れ
な
い
も
の
、
必
要
の
な

い
も
の
、
買
い
物
の
た
び
に
出
る

包
装
紙
や
容
器
、
そ
し
て
こ
れ
ら

を
入
れ
る
レ
ジ
袋
、
す
べ
て
「
ご

み
」
に
な
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。

こ
う
し
た
ご
み
は
、
私
た
ち
の
生

活
の
う
え
で
の
「
買
い
方
」「
使
い

方
」「
捨
て
方
」
を
変
え
て
い
く
こ

と
で
、
簡
単
に
減
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
れ
は
、
毎
日
の
生
活

に
次
の
３
つ
の
Ｒ
を
取
り
入
れ
る

こ
と
で
す
。

Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ

リ
デ
ュ
ー
スも

の
を
買
う
と

き
、
つ
く
る
と
き
、

ち
ょ
っ
と
し
た
工

夫
で
ご
み
の
出
る

量
を
減
ら
す
こ
と
、

そ
れ
が
リ
デ
ュ
ー

ス
で
す
。

例
え
ば
、
過
剰
に
包
装
さ
れ
た

商
品
や
使
い
捨
て
製
品
な
ど
、
ご

み
の
出
や
す
い
商
品
を
買
わ
な
い

よ
う
に
し
た
り
、
食
べ
物
な
ら
食

べ
ら
れ
る
量
を
考
え
て
買
っ
た
り

す
る
こ
と
、
ま
た
、
も
の
を
大
切

に
し
て
長
く
使
う
こ
と
も
リ
デ
ュ

ー
ス
に
つ
な
が
り
ま
す
。

�
買
い
物
の
際
に
は
「
マ
イ
バ
ッ

グ
」
を
持
参
し
、
レ
ジ
袋
は
断
る

�
過
剰
な
包
装
の
商
品
は
避
け
、

い
ら
な
い
包
装
は
断
る

�
い
ら
な
い
も
の
を
買
わ
な
い

繰
り
返
し
使
え
る
も
の
を
選
び
、

繰
り
返
し
使
う
こ
と
。
こ
れ
が
リ

ユ
ー
ス
の
基
本
で
す
。

例
え
ば
、
洗
剤
や
シ
ャ
ン
プ
ー

の
容
器
な
ど
は
、
中
身
を
詰
め
替

え
れ
ば
、
繰
り
返
し
使
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
特
別
な
加
工

な
し
に
そ
の
ま
ま
再
利
用
で
き
る

リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
び
ん
や
レ
ン
ズ
付

き
フ
ィ
ル
ム
な
ど
は
、
リ
ユ
ー
ス

の
優
等
生
。
買
い
物
を
す
る
際
に

は
、
こ
う
し
た
も
の
を
積
極
的
に

選
ぶ
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

�
容
器
は
、

中
身
を
詰
め

替
え
て
何
度

も
使
う

�
回
収
し
て

繰
り
返
し
使

え
る
「
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
容
器
」
の

製
品
を
選
ぶ

�
不
要
に
な
っ
た
も
の
は
、
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
リ
サ
イ
ク
ル
シ

ョ
ッ
プ
へ

Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ

リ
ユ
ー
ス

捨
て
れ
ば
ご
み
に
な
っ
て
し
ま

う
も
の
を
、
き
ち
ん
と
分
別
し
て

回
収
し
、
別
の
製
品
の
材
料
と
し

て
再
び
利
用
す
る
こ
と
、
こ
れ
を

リ
サ
イ
ク
ル
と
言
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
の
基
本
は
正
し
い

分
別
で
す
。

�
ご
み
を
出
す
前
に
、
不
要
な
も

の
は
混
ぜ
な
い
よ
う
、
き
っ
ち
り

分
別
し
ま
し
ょ
う

�
び
ん
や
缶
は
中
を
す
す
ぐ

�
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ら
キ
ャ
ッ
プ

を
取
り
除
く

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
が
、
再
生

の
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
と
、

効
率
の
よ
い
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
な

が
り
ま
す
。

Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ

リ
サ
イ
ク
ル

処 理 方 法

不用になった場合は購入店へ、買い替え時には
販売店へ引き取りを依頼してください。引き取
ってもらえない場合は、郵便局でリサイクル料
金を支払い、鴨島環境センターへ持ち込んでく
ださい（第１金曜日）。別途料金（２，５００円）が
必要です。

所有しているパソコンのメーカーへ回収申し込
みについて直接お問い合わせください。

買い替え時に引き取ってもらうか販売店・専門
業者に依頼してください。

区 分

家電リサイクル４品目［テレビ、洗濯機、エア
コン（室外機を含む）、冷蔵庫（冷凍庫）］

デスクトップパソコン、ノートブックパソコン、
パソコン用ディスプレイ（ＣＲＴおよびＬＣＤ
タイプ）

土木建築廃材の石材、瓦、コンクリート類、レ
ンガ等

有害物質および危険物類の劇薬、火薬、農薬、
ガスボンベ、消火器等

自動車、自動二輪、原付二輪、タイヤ、バッテ
リー等

漁網、ハウス用ビニール、農業用機械類等
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

予
防
接
種
法
に
基
づ
き
、
６５
歳
以
上
の
市
民
の
方

を
対
象
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
料
を
補

助
し
ま
す
。

●
対
象
者

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
希
望
す
る
（
本
人

の
意
思
確
認
が
で
き
る
）
市
民
の
方
で
、

�
６５
歳
以
上
（
昭
和
１４
年
１２
月
２５
日
以
前
生
ま
れ
）

の
方
。
た
だ
し
、
接
種
日
に
満
６５
歳
に
達
し
て
い
る

こ
と
。

�
６０
歳
以
上
６５
歳
未
満
の
方
で
、
心
臓
、
じ
ん
臓
も

し
く
は
呼
吸
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害
を
有
す
る
者
と
し
て

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
。

●
期
間

１１
月
１
日
�
〜
１２
月
２５
日
�

（
こ
の
期
間
以
外
は
、補
助
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

●
個
人
負
担
金

１
０
０
０
円

（
予
防
接
種
指
定
医
療
機
関
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

※
予
防
接
種
補
助
対
象
者
で
、
生
活
保
護
世
帯
の
方

は
、
事
前
に
市
健
康
推
進
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み

予
防
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
表
の
市
内
予
防

接
種
指
定
医
療
機
関
へ
、
接
種
希
望
日
の
７
日
前
ま

で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

予
診
票
は
各
指
定
医
療
機
関
で
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

お
問
い
合
わ
せ

市
健
康
推
進
課

�
�
６
６
１
５

高
齢
者
の
方
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
料
を
補
助

［市内予防接種指定医療機関］

電話番号

２２―３０１０

２４―８８８４

２４―２５６６

２４―７１７７

電話番号

２５―３５６６

２５―３１３３

２５―２０１６

２５―３０６０

２５―２８０２

２５―２００６

電話番号

４２―６６６１

４２―３１１３

４２―５５２０

４２―２３５３

４２―３１２３

４２―６７５５

４２―２１１０

４２―７５３３

医 療 機 関 名

森住内科医院

リバーサイドクリニック岡田

和田耳鼻咽喉科

渡辺医院

川島町

医 療 機 関 名

岡田医院（川島）

岸整形外科

四宮医院

島野外科内科

杉山医院

矢田医院

山川町

医 療 機 関 名

祇園リハビリテーションクリニック

工藤内科医院

さくら診療所

谷医院

富本医院

中西内科クリニック

松永医院

山下耳鼻咽喉科クリニック

電話番号

２６―００２０

２４―３０７０

２４―２３８８

２４―２５３６

２４―７５５５

２２―１２３０

２４―２１０１

２４―３０６２

２４―１７０３

２４―２４１３

２６―０３１０

２４―８５５１

２４―８０７０

２４―６５６５

２４―６４１３

２２―０３３３

２４―２１６１

２４―２７２０

２５―３０６０

２４―３４１３

２４―５８８０

２２―１８００

２４―３３００

２４―７３７７

２４―２９５７

鴨島町

医 療 機 関 名

麻名内科外科クリニック

井内内科

石原小児科

石原内科循環器科

糸田川クリニック

いぬい産科婦人科クリニック

麻植協同病院

大内整形外科

大久保診療所

梶本胃腸科内科

かなめ小児科内科クリニック

鴨島川島クリニック

鴨島耳鼻咽喉科

鴨島病院

木村内科胃腸科

杏和医院

国立病院機構徳島病院

後藤田外科

島野外科内科

鈴木内科（駅東）

鈴木内科（敷地）

タナカ医院

筒井クリニック

古本胃腸科

美摩病院

健
康
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栄
養
相
談

１０月の健康相談・健康（運動）教室
毎週（月）～（金）（祝日を除く）１０：００～１１：００ 鴨島老人福祉センター（鴨島）

あ
ら
か
じ
め
市
健
康
推
進
課
ま
で
お
電

話
く
だ
さ
い
。
（
�
�
６
６
１
５
）

１１月の健康相談・健康（運動）教室１１
月
９
日
（
火
）
１０：

００
〜
１１：
００

１２
月
１４
日
（
火
）
１０：

００
〜
１１：
００

毎週（月）～（金）（祝日を除く）１０：００～１１：００ 鴨島老人福祉センター（鴨島）

お
問
い
合
わ
せ
／
市
健
康
推
進
課

�
�
６
６
１
５

地区
川島
川島
川島
美郷
美郷
山川
川島
川島
川島
川島
鴨島
川島
美郷
美郷
鴨島
鴨島
川島
川島

内 容
健康相談＋体脂肪率測定
健康相談
健康相談
健康相談＋ミニ講話
健康相談＋ミニ講話
健康相談＋健康講話
健康相談
健康相談
健康相談
健康相談＋運動教室
健康相談＋体脂肪率測定
健康相談
健康相談＋ミニ講話
健康相談＋ミニ講話
健康相談＋体脂肪率測定
健康相談＋体脂肪率測定
健康相談
健康相談

場 所
川島公民館近久分館
二ッ森集会所
こだま会館
上谷集落センター
中枝老人憩の家
山川公民館
城山老人福祉センター
川島公民館
川島老人福祉センター
三ツ島西公会堂
森山地区公民館
鍛冶屋敷公会堂
三山老人憩の家
東山老人憩の家
牛島地区公民館
上浦老人憩の家
川島公民館山田分館
川島公民館敷地分館

時 間
９：３０～１０：００
９：００～９：３０
９：３０～１０：３０
９：３０～１０：３０
１３：３０～１４：３０
１０：００～１１：３０
１３：３０～１４：３０
９：３０～１０：３０
９：３０～１０：３０
９：３０～１０：３０
１０：００～１１：００
９：３０～１０：００
９：３０～１０：３０
１３：３０～１４：３０
１０：００～１１：００
１３：３０～１５：００
９：３０～１０：３０
９：３０～１０：３０

曜日
水

金

月

火
水

木

金

月

火
水

日
１３

１５

１８

１９
２０

２１

２２

２５

２６
２７

地区
川島
川島
川島
川島
川島
鴨島
山川
鴨島
川島
川島
川島
川島
川島
川島
鴨島
川島
鴨島
川島
美郷
美郷
鴨島
鴨島
川島
川島
美郷
美郷
川島

内 容
健康相談＋体脂肪率測定
健康相談
健康相談＋理学療法士による相談
健康相談
健康相談
健康相談＋体脂肪率測定
健康相談＋健康講話
健康相談＋体脂肪率測定
健康相談＋運動教室
健康相談
健康相談
健康相談＋体脂肪率測定
健康相談
健康相談
健康相談＋体脂肪率測定
健康相談
健康相談＋体脂肪率測定
健康相談
健康相談＋ミニ講話
健康相談＋ミニ講話
健康相談＋体脂肪率測定
健康相談＋体脂肪率測定
健康相談
健康相談
健康相談＋ミニ講話
健康相談＋ミニ講話
健康相談

場 所
川島公民館本町分館
城山老人福祉センター
川島公民館神後分館
川島公民館久保田分館
東児島老人憩の家
鴨島南部老人憩の家
山川公民館
多津美公会堂
川島公民館学西分館
立石公会堂
川島公民館近久分館
こだま会館
城山老人福祉センター
川島公民館
敷地老人憩の家
川島老人福祉センター
森山地区公民館
三ツ島西公会堂
東部集落センター
中枝老人憩の家
牛島地区公民館
上浦老人憩の家
川島公民館敷地分館
鍛冶屋敷公会堂
三山老人憩の家
東山老人憩の家
川島公民館山田分館

時 間
９：３０～１０：３０
１３：３０～１４：３０
９：３０～１０：３０
９：３０～１０：３０
９：００～１０：００
１０：００～１１：００
１０：００～１１：３０
１３：３０～１５：００
９：００～９：３０
１３：３０～１４：３０
９：３０～１０：００
９：３０～１０：３０
１３：３０～１４：３０
９：３０～１０：３０
１０：００～１１：００
９：３０～１０：３０
１０：００～１１：００
９：３０～１０：３０
９：３０～１０：３０
１３：３０～１４：３０
１０：００～１１：００
１３：３０～１５：００
９：３０～１０：３０
９：３０～１０：００
９：３０～１０：３０
１３：３０～１４：３０
９：３０～１０：３０

曜日

月

火
木
金

月

火

水
金
月

火

水
木

金

月

水

金

火

日

１

２
４
５

８

９

１０
１２
１５

１６

１７
１８

１９

２２

２４

２６

３０

（

）
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鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

�
�
５
１
１
１

開
室
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
６

時
（
土
・
日
曜
日
は
、
正
午
〜
午

後
１
時
ま
で
閉
室
し
ま
す
）

休
室
日

火
曜
日
、
祝
日
、
年
末

年
始
（
１２
月
２８
日
〜
１
月
３
日
）

◆
新
し
く
入
っ
た
本

『
介
護
入
門
』
モ
ブ
・
ノ
リ
オ
／

文
藝
春
秋
／
芥
川
賞
受
賞
作

『
出
口
の
な
い
海
』
横
山
秀
夫
／

講
談
社

『
国
税
査
察
官
』
立
石
勝
規
／
講

談
社

『
火
の
み
ち

上
・
下
』
乃
南
ア

サ
／
講
談
社

『
愛
の
群
像

上
・
中
・
下
』
ノ

・
ヒ
ギ
ョ
ン
／
双
葉
社

『
韓
国
ド
ラ
マ
缶
』
村
上
淳
子
／

マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス

『
約
束
』
石
田
衣
良
／
角
川
書
店

『
サ
ウ
ダ
ー
ジ
』
垣
根
涼
介
／
文

藝
春
秋

『
夜
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
』
恩
田
陸
／

新
潮
社

『
君
の
名
残
を
』
浅
倉
卓
弥
／
宝

島
社

『
純
白
の
証
明
』
森
村
誠
一
／
中

央
公
論
新
社

『
キ
ッ
パ
リ
！
た
っ
た
５
分
間
で

自
分
を
変
え
る
方
法
』
上
大
岡
ト

メ
／
幻
冬
舎

◆
児
童
書
・
絵
本

『
あ
り
ん
こ
こ
り
ん
』
藤
枝
リ
ュ

ウ
ジ
／
教
育
画
劇

『
パ
ー
ラ

上
・
下
』
ラ
ル
フ
・

イ
ー
ザ
ウ
／
あ
す
な
ろ
書
房

『
ダ
レ
ン
・
シ
ャ
ン

闇
の
帝

王
』
ダ
レ
ン
・
シ
ャ
ン
／
小
学
館

『
ハ
リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
不
死
鳥

の
騎
士
団

上
・
下
』
Ｊ
・
Ｋ
・

ロ
ー
リ
ン
グ
／
静
山
社

『
く
ろ
く
ん
と
ふ
し
ぎ
な
と
も
だ

ち
』
な
か
や
み
わ
／
童
心
社

◆
絵
本
と
お
話
の
会
／
毎
月
第
２

土
曜
日
午
前
１０
時
３０
分
／
鴨
島
公

民
館
２
階
絵
本
室
／
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、

手
づ
く
り
大
型
紙
芝
居
な
ど
。

XI

川
島
図
書
館

�
�
３
１
４
１

開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
６

時１０
月
・
１１
月
の
休
館
日

水
曜
日
、

祝
日
、
資
料
整
理
日
（
１０
月
２９
日

�
、
１１
月
２７
日
�
〜
３０
日
�
）

貸
出
冊
数

本
／
１
人
４
冊
（
２
週
間
）

Ｃ
Ｄ
／
１
人
２
点
（
１
週
間
）

※
各
家
庭
に
配
布
の
、
吉
野
川
市

『
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
９６

ペ
ー
ジ
、
「
図
書
館
（
図
書
室
）

に
つ
い
て
」
で
は
、
貸
出
冊
数
が

１０
冊
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
貸
出

業
務
が
電
算
化
さ
れ
る
ま
で
の
間

は
、
前
記
の
と
お
り
で
す
。

１０
月
・
１１
月
の
行
事
予
定

☆
川
村
泰
史
選
抜
写
真
展
「
麻
植

の
自
然
〜
フ
ラ
ワ
ー
カ
プ
セ
ル
」

１０
月
５
日
�
〜
３１
日
�
／
１
階
ロ

ビ
ー

☆
図
書
館
美
術
シ
リ
ー
ズ
・
第
１５

回
「
平
木
美
鶴
展
」

１１
月
４
日
�
〜
２１
日
�
／
１
階
ロ

ビ
ーア

ク
リ
ル
、
油
彩
の
デ
ザ
イ
ン

画
等
大
き
い
作
品
が
ロ
ビ
ー
を
飾

り
ま
す
。

○
読
書
ク
ラ
ブ（
か
え
で
会
例
会
）

１０
月
１４
日
�
、
１１
月
１１
日
�

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
／
２
階

○
読
書
週
間
お
は
な
し
大
会
「
世

界
の
お
は
な
し
」

１０
月
３０
日
�

午
後
１
時
３０
分
〜

２
時
３０
分
／
２
階

講
師
に
よ
っ
と
い
で
文
庫
の
中

洋
子
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
す
。

○
読
書
週
間
「
伝
統
の
お
り
が
み

教
室
」（
中
級
程
度
）

１１
月
８
日
	
〜
９
日
�

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
／
２
階

講
師
／
入
交
泰
助
さ
ん
（
川
島
町

在
住
）

★
県
立
図
書
館
協
力
車
の
巡
回
日

１０
月
１５
・
２２
・
２９
日
�
、

１１
月
５
・
１２
・
１９
・
２６
日
�

読
み
た
い
本
が
図
書
館
に
な
い

場
合
、
県
立
図
書
館
か
ら
借
り
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
気
軽
に
リ
ク

エ
ス
ト
し
て
く
だ
さ
い
。

山
川
図
書
館

�


５
２
２
２

開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
６

時１０
月
・
１１
月
の
休
館
日

月
曜
日
、

祝
日
（
※
文
化
の
日
の
１１
月
３
日

は
開
館
）、月
末
図
書
整
理
日
（
１０

月
２９
日
�
、
１１
月
３０
日
�
）、文
化

の
日
の
振
替
（
１１
月
４
日
�
）

貸
出
冊
数

本
／
１
人
１０
冊
（
１４
日
間
）

Ｃ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
／
１
人
２
点
（
８

日
間
）

Ｄ
Ｖ
Ｄ
／
１
人
１
点
（
８
日
間
）

※
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
と
一
部
Ｄ

Ｖ
Ｄ
は
、
館
内
だ
け
で
利
用
）

読
み
た
い
本
が
な
い
場
合
は
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
本
の

予
約
や
リ
ク
エ
ス
ト
も
で
き
ま
す
。

１０
月
・
１１
月
の
行
事
予
定

◇
お
は
な
し
会

１０
月
２３
日
�
、
１１
月
１３
日
�
、
２７

日
�
の
午
後
１
時
３０
分
か
ら
（
約

３０
分
間
）

◇
映
画
会

１０
月
１６
日
�
、
１１
月
６
日
�
、
２０

日
�
の
午
後
１
時
３０
分
か
ら
（
約

２
時
間
）

◇
読
書
感
想
文
の
展
示

１０
月
３０
日
�
〜
１１
月
７
日
�
（
※

１１
月
１
日
	
は
休
館
日
）
／
ロ
ビ

ー美
郷
図
書
室
（
ふ
る
さ
と
セ
ン

タ
ー
内
）

�
�
２
８
１
１

開
室
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５

時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉
室

し
ま
す
）

休
室
日

木
曜
日
、年
末
年
始（
１２

月
２８
日
〜
１
月
３
日
）

図
書
だ
よ
り
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

秋
の
行
政
相
談

１０
月
１８
日
�
〜
２４
日
�
の
１
週

間
は
「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

行
政
相
談
週
間
は
、
総
務
省
が

行
政
相
談
制
度
を
広
く
住
民
の
み

な
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
全
国
一
斉
に
実
施
し
て
い

る
も
の
で
す
。

こ
の
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
、

徳
島
行
政
評
価
事
務
所
の
支
援
の

も
と
、
地
元
行
政
相
談
委
員
が
、

次
の
と
お
り
行
政
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。

相
談
所
で
は
、
道
路
、
年
金
、

福
祉
介
護
等
に
加
え
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
改
善
に
関
す
る
相
談
に
つ
い

て
積
極
的
に
受
け
付
け
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【
鴨
島
】

※
担
当
行
政
相
談
委
員

羽
田

孝
志
さ
ん

�
１０
月
１８
日
�
／
西
麻
植
会
館

�
１０
月
１９
日
�
／
森
山
地
区
公
民

館�
１０
月
２０
日
�
／
牛
島
地
区
公
民

館�
１０
月
２１
日
	
／
神
島
会
館



１０
月
２２
日
�
／
市
役
所
１
階
相

談
室

（
時
間
は
、
午
前
９
時
〜
１２
時
）

【
川
島
】

※
担
当
行
政
相
談
委
員

阿
部

治
男
さ
ん

�
１０
月
２０
日
�
／
午
後
１
時
〜
４

時
／
川
島
公
民
館

【
山
川
】

※
担
当
行
政
相
談
委
員

新
居

初
さ
ん

�
１０
月
１５
日
�
／
午
前
１０
時
〜
午

後
３
時
／
山
川
庁
舎
会
議
室

�
１０
月
１８
日
�
／
午
後
２
時
〜
４

時
／
中
部
農
業
構
造
改
善
セ
ン
タ

ー�
１０
月
１９
日
�
／
午
後
２
時
〜
４

時
／
山
瀬
地
区
公
民
館

【
美
郷
】

※
担
当
行
政
相
談
委
員

樫
本
和
子
さ
ん

�
１０
月
２１
日
	
／
午
後
１
時
〜
４

時
／
美
郷
公
民
館

お
問
い
合
わ
せ

市
総
務
課

�

２
２
３
１

巡
回
職
業
相
談

●
対
象
者

職
業
相
談
希
望
の
方

●
内
容

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と
職
業

相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知
識
や

就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指
導

※
雇
用
保
険
の
受
付
は
行
い
ま
せ

ん
。

【
山
川
】

（
職
業
的
自
立
支
援
事
業
）

●
と
き

１１
月
１
日
�
、
８
日
�
、
１５
日

�
、
２９
日
�
の
午
前
９
時
３０
分
〜

１１
時
３０
分

●
と
こ
ろ

八
坂
会
館
３
階

【
川
島
】

●
と
き

１１
月
１０
日
�

午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

●
と
こ
ろ

こ
だ
ま
会
館

お
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

鴨
島

�
�
２
１
６
６

第
３
回
鴨
島
町
児
童

館
合
同
「
子
ど
も
ゆ

め
ま
つ
り
」

と
き

１１
月
２０
日
�

午
後
１
時
〜
３
時
（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ

鴨
島
南
児
童
館（
飯
尾
）

内
容

人
形
劇
、
大
型
紙
芝
居
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ
ー
、
模
擬
店

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
催
し
を
準
備

し
て
い
ま
す
。

※
お
楽
し
み
券（
１
枚
４
０
０
円
）

は
鴨
島
児
童
館
、
鴨
島
南
児
童
館

で
１１
月
１
日
�
か
ら
発
売
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

鴨
島
児
童
館

�
�
２
３
７
９

鴨
島
南
児
童
館

�

２
２
７
７

吉
野
川
市
文
化
祭

●
展
示
の
部
（
作
品
鑑
賞
）

と
き

１０
月
３０
日
�
〜
１１
月
１
日

�

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
１

日
は
午
後
４
時
ま
で
）

と
こ
ろ

川
島
体
育
館
（
旧
川
島

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
）

内
容

生
け
花
、
一
般
書
道
、
写

真
、
盆
栽
、
日
本
画
、
洋
画
、
俳

句
、
川
柳
、
手
工
芸
な
ど

●
演
芸
の
部
（
市
民
演
芸
大
会
）

と
き

１０
月
３０
日
�
〜
１１
月
１
日

�

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
３０
分

と
こ
ろ

吉
野
川
市
ア
メ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

内
容

カ
ラ
オ
ケ
、
ジ
ャ
ズ
、
民

謡
、
コ
ー
ラ
ス
、
大
正
琴
、
金
管

バ
ン
ド
、
吟
詠
、
芸
能
な
ど

●
そ
の
ほ
か
の
催
し
物
（
社
交
ダ

ン
ス
、
囲
碁
大
会
、
短
歌
会
）

と
き

１０
月
３０
日
�
〜
１１
月
１
日

�と
こ
ろ

山
川
公
民
館
、
山
瀬
地

区
公
民
館
ほ
か

お
問
い
合
わ
せ

市
体
育
文
化
振

興
課

�
�
４
１
１
７

相
談

催
し
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ま
ち
か
どコ

ン
サ
ー
ト

と
き

１０
月
２３
日
�
午
後
２
時

と
こ
ろ

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
中
央
通

り
（
マ
ミ
ー
広
場
）

出
演

オ
カ
リ
ナ
演
奏
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
ア
ミ
ン
ダ
」、花

か
ご
押
し
花
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
展

示
会
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
「
岡
本
美
佐
子
」、ト

リ
ッ
ク
マ
ン
井
内
に
よ
る
マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー
、
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
「
加
藤

幹
夫
」
ほ
か
多
数
出
演
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

午
後
１
時

★
出
店
募
集
中
！
（
無
料
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
://w
w
w
.tcu.or.jp/kam

ojim
a/m
achicon/

連
絡
先

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実

行
委
員
会
�
�
３
７
２
５
・
鎌
田

第
３１
回
筋
ジ
ス
文
化
祭

「
新
た
な
る
ス
タ
ー
ト
」

と
き

１０
月
１７
日
�

午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
１０
分

と
こ
ろ

独
立
行
政
法
人
国
立
病

院
機
構
徳
島
病
院
筋
ジ
ス
病
棟

内
容
▼
１０
時
／
受
付
、
作
品
展
示

▼
１０
時
３０
分
／
模
擬
店
、
即
売
▼

１２
時
３０
分
／
文
芸
部
「
詩
の
ボ
ク

シ
ン
グ
」
▼
１３
時
３０
分
／
青
筍
会

メ
ッ
セ
ー
ジ
▼
１４
時
／
マ
ウ
ス
ピ

ー
ス
ラ
イ
ブ
▼
１４
時
３０
分
／
特
別

企
画
▼
１５
時
１０
分
／
実
行
委
員
長

あ
い
さ
つ

お
問
い
合
わ
せ

独
立
行
政
法
人

国
立
病
院
機
構
徳
島
病
院
内

も
り
ち
か
し
ん
ご

森
近
真
吾
さ
ん

�
�
８
６
３
０

第
２４
回
徳
島
矯
正
展

と
き

１０
月
３０
日
�
〜
３１
日
�

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
（
３１
日
は

午
後
３
時
ま
で
）
入
場
無
料

と
こ
ろ

徳
島
刑
務
所
構
内
（
徳

島
市
入
田
町
大
久
２
０
０
―

１
）

内
容

収
容
者
文
芸
作
品
・
施
設

紹
介
パ
ネ
ル
な
ど
の
展
示
、
ビ
デ

オ
放
映
、
性
格
診
断
、
藍
染
め
体

験
コ
ー
ナ
ー
、
刑
務
所
内
見
学
、

製
品
展
示
・
販
売

主
な
展
示
即
売
品

家
具
（
各
種

タ
ン
ス
、
各
種
チ
ェ
ス
ト
な
ど
）

革
製
品
（
紳
士
靴
、
婦
人
靴
、
ベ

ル
ト
、
革
座
布
団
ク
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
）
洋
裁
製
品
（
藍
染
め
ハ
ン
カ

チ
、
ネ
ク
タ
イ
な
ど
）
そ
の
ほ
か
、

多
種
多
様
の
品
ぞ
ろ
え
。

お
問
い
合
わ
せ

徳
島
刑
務
所

�
０
８
８
（
６
４
４
）
０
１
１
４

第
１０
回
「
お
話
！

お
は
な
し
」

手
づ
く
り
絵
本
の
入

選
作
品
発
表

「
広
報
か
も
じ
ま
」
６
月
号
で

募
集
し
ま
し
た
、
手
づ
く
り
絵
本

の
ス
ト
ー
リ
ー
と
絵
の
入
選
作
品

が
決
ま
り
ま
し
た
。

〈
入
選
作
品
〉
●
一
般
の
部

『
み
の
虫
ブ
ラ
ウ
ン
』

文

藤
若
智
子
（
鴨
島
町
森
藤
）

絵

住
友
富
美
（
土
成
町
）

〈
入
選
作
品
〉
●
子
ど
も
の
部

『
星
空
の
夜
』

文

野
口
七
海
（
鴨
島
町
飯
尾
）

絵

広
岡
紗
弥
加
（
徳
島
市
）

入
選
作
品
は
絵
、
製
本
す
べ
て

手
づ
く
り
で
絵
本
に
仕
上
げ
ら
れ
、

平
成
１７
年
２
月
に
行
わ
れ
る
手
づ

く
り
絵
本
１０
周
年
記
念
展
で
発
表

を
兼
ね
た
手
づ
く
り
絵
本
贈
呈
式

を
行
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

市
生
涯
学
習
課

内
『
手
づ
く
り
絵
本
の
会
』
事
務

局

�
�
４
１
１
５

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

１０
月
は
国
民
健
康
保
険
税
（
第

４
期
）
の
納
付
月
で
す
。

納
め
忘
れ
な
い
よ
う
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

納
期
限

１１
月
１
日
�

お
問
い
合
わ
せ

市
税
務
課
�
�
２
２
１
５

吉
野
川
市
『
暮
ら
し

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』

の
内
容
変
更

◆
７３
ペ
ー
ジ
の
『
収
集
で
き
な
い

ご
み
に
つ
い
て
』
の
お
問
い
合
わ

せ
先
「
環
境
衛
生
課
…
」
を
「
鴨

島
環
境
セ
ン
タ
ー（
鴨
島
町
）Ｔ
Ｅ

Ｌ
・
０
８
８
３
―

２
４
―

５
６
９
７
」

と「
西
環
境
セ
ン
タ
ー（
山
川
町
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
０
８
８
３
―

４
２
―

５
３

３
３
」
に
変
更
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
８６
ペ
ー
ジ
の
『
幼
稚
園
の
入
園

に
つ
い
て
』と
１
３
２
ペ
ー
ジ（
巻

末
資
料
）
の
『
出
先
機
関
等
電
話

番
号
』
の
川
田
中
幼
稚
園
の
電
話

番
号
を
「
０
８
８
３
―

４
２
―

２
０

２
２
」
に
変
更
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
１
１
２
ペ
ー
ジ
の
『
市
内
の
主

な
施
設
』
の
施
設
名
と
１
２
７
ペ

ー
ジ
の
『
官
公
署
等
関
係
』
の
関

係
機
関
名
（
２
カ
所
）
と
、
手
続

き
方
法
等
の
文
中
�
の
「
徳
島
地

方
法
務
局
川
島
支
局
」
を
「
徳
島

地
方
法
務
局
吉
野
川
支
局
」
に
変

更
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
１
１
２
ペ
ー
ジ
の
『
市
内
の
主

な
施
設
』
の
山
川
公
民
館
の
所
在

地
」
を
「
山
川
町
翁
喜
台
５６
番
地

２
」
に
変
更
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
１
１
２
ペ
ー
ジ
の
『
市
内
の
主

な
施
設
』
の
美
郷
公
民
館
の
所
在

地
を
「
美
郷
字
川
俣
７
番
地
１
」

に
変
更
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
２
ペ
ー
ジ
の
『
吉
野
川
市
庁
舎

の
ご
案
内
』
の
図
で
示
さ
れ
て
い

る
「
仮
議
場
」
に
つ
い
て
は
、
議

会
議
員
の
在
任
特
例
期
間
﹇
平
成

１６
年
１０
月
１
日
か
ら
平
成
１８
年
３

月
３１
日
ま
で
の
間
﹈「
議
場
」
と
し

て
使
用
さ
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

市
企
画
政
策
課

�
�
２
２
２
１

法
務
局
の
名
称
変
更

１０
月
１
日
「
徳
島
地
方
法
務
局

川
島
支
局
」
か
ら
「
徳
島
地
方
法

務
局
吉
野
川
支
局
」
に
名
称
が
変

わ
り
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ

〒
７
７
９
―

３
３
０
１

吉
野
川
市
川
島
町
川
島
４
７
４
番

地

徳
島
地
方
法
務
局
吉
野
川
支

局

�
�
２
４
０
０

お
知
ら
せ

発
表
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川
島
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

◆
消
費
税
の
課
税
事
業
者
の
届
け

出
は
も
う
お
済
み
で
す
か
。

個
人
事
業
者
の
方
で
、
平
成
１５

年
分
の
課
税
売
上
高
が
、
１
０
０

０
万
円
を
超
え
て
い
る
場
合
は
、

平
成
１７
年
分
か
ら
消
費
税
の
課
税

事
業
者
と
な
り
ま
す
。

課
税
事
業
者
と
な
っ
た
方
は
、

「
消
費
税
課
税
事
業
者
届
出
書
」

を
速
や
か
に
納
税
地
の
所
轄
税
務

署
長
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
届

出
書
は
、
税
務
署
ま
た
は
市
町
村

の
税
務
課
等
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
://w
w
w
.nta.go.jp

◆
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
「
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
」
の
サ
ー
ビ
ス

が
６
月
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
」
で
は
、
所
得
税

や
法
人
税
な
ど
の
申
告
・
納
税
・

申
請
な
ど
、
国
税
に
関
す
る
手
続

き
が
自
宅
や
事
務
所
か
ら
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
行
う
こ
と
が
で
き
、

た
い
へ
ん
便
利
で
す
。
源
泉
所
得

税
や
消
費
税
の
納
付
な
ど
回
数
の

多
い
手
続
き
に
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

利
用
に
必
要
な
手
続
き
な
ど
詳

し
く
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

�
０
５
７
０
―

０
１
５
９
０
１

お
問
い
合
わ
せ

川
島
税
務
署

�
�
２
２
１
１

平
成
１７
年
の
成
人
式
は
、

１
月
３
日
�
に
開
催

平
成
１７
年
の
成
人
式
は
、
新
成

人
該
当
者
な
ど
で
構
成
す
る
成
人

式
実
行
委
員
会
と
市
教
育
委
員
会

の
共
催
で
企
画
運
営
し
ま
す
。

開
催
日

平
成
１７
年
１
月
３
日
�

受
付

午
前
９
時
か
ら

開
式

午
前
１０
時

と
こ
ろ

市
鴨
島
公
民
館
３
階
大

ホ
ー
ル

該
当
者

昭
和
５９
年
４
月
２
日
〜

昭
和
６０
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た

方
記
念
撮
影
を
式
典
終
了
後
に
行

い
ま
す
。

※
吉
野
川
市
に
住
民
登
録
の
な
い

方
（
就
学
・
就
職
な
ど
で
市
外
に

転
出
さ
れ
て
い
る
方
）
も
、
出
席

で
き
ま
す
の
で
氏
名
・
住
所
な
ど

を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
・
お
問
い
合
わ
せ

市
生
涯
学
習
課

�
�
４
１
１
５

１０
月
は
「
労
働
保
険

適
用
促
進
月
間
」

『
社
長
さ
ん

あ
な
た
の
義
務
で

す

労
働
保
険
』

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用

保
険
）
は
政
府
が
管
理
し
、
運
営

し
て
い
る
保
険
で
す
。

農
林
水
産
の
事
業
の
一
部
を
除

き
、
労
働
者
を
１
人
で
も
雇
っ
て

い
れ
ば
、
事
業
主
は
労
働
保
険
の

加
入
の
手
続
き
を
行
い
、
労
働
保

険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。労

働
保
険
は
、
職
場
の
み
な
さ

ん
が
安
心
し
て
働
く
た
め
の
も
の

で
す
。
手
続
き
を
さ
れ
て
い
な
い

事
業
主
は
、
１
日
も
早
く
最
寄
り

の
労
働
基
準
監
督
署
・
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
（
公
共
職
業
安
定
所
）
で
加

入
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

徳
島
労
働
局
総

務
部
労
働
保
険
徴
収
室

�
０
８
８
（
６
５
２
）
９
１
４
３

国
の
教
育
ロ
ー
ン

入
学
金
や
授
業
料
、
教
科
書
代
、

ア
パ
ー
ト
の
敷
金
、
家
賃
な
ど
、

入
学
時
や
在
学
中
に
必
要
と
な
る

資
金
を
融
資
す
る
公
的
制
度
と
し

て
、
国
民
生
活
金
融
公
庫
の
「
国

の
教
育
ロ
ー
ン
」
が
あ
り
ま
す
。

融
資
金
額
は
、
学
生
・
生
徒
１

人
に
つ
き
２
０
０
万
円
以
内
、
返

済
期
間
は
１０
年
以
内
で
す
。
在
学

期
間
内
で
元
金
の
据
え
置
き
も
で

き
ま
す
。

利
率
は
、
年
１
・
６５
％
（
平
成

１６
年
８
月
３１
日
現
在
）
で
す
。

※
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
も
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

国
民
生
活
金
融
公
庫
徳
島
支
店

�
０
８
８
（
６
２
２
）
７
２
７
１

日
本
全
国
ど
こ
の
現
場

で
も
建
退
共
制
度
�

建
設
現
場
で
働
く
方
々
の
退
職
金

は
安
全
・
確
実
・
有
利
な
「
建
退

共
制
度
」
が
お
す
す
め

《
建
設
事
業
主
の
方
へ
》

○
申
し
込
み
手
続
き
は
簡
単
で

す
！
（
加
入
時
に
経
費
は
か
か
り

ま
せ
ん
）

○
経
営
事
項
審
査
で
加
点
さ
れ
ま

す
！

○
掛
け
金
は
全
額
非
課
税
で
国
が

一
部
を
補
助
し
ま
す
！

《
建
設
現
場
で
働
く
方
へ
》

○
建
退
共
の
手
帳
を
持
っ
て
い
ま

す
か
？

○
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金

は
通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
！

加
入
者
還
元
の
た
め
の
宿
泊
割

引
・
レ
ン
タ
カ
ー
割
引
な
ど
の
提

携
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
退
職
金
の
計

算
が
で
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http
://w
w
w
.kentaikyo.

taisyokukin.go.jp/

お
問
い
合
わ
せ

独
立
行
政
法
人

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

建
退

共
徳
島
県
支
部

�
０
８
８
（
６
２
２
）
３
１
１
３
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出
産
祝
い
金

１０
月
１
日
か
ら
新
し
い
制
度
が
ス

タ
ー
ト

出
生
を
祝
福
し
、
健
や
か
な
成

長
を
願
う
と
と
も
に
、
本
市
の
活

性
化
と
市
民
の
福
祉
の
増
進
を
目

的
に
、
出
産
祝
い
金
を
支
給
し
ま

す
。
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の

申
請
と
あ
わ
せ
て
、
子
育
て
支
援

課
ま
た
は
、
各
支

所
地
域
課
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
額

第
１
子

１
万
円

第
２
子

２
万
円

第
３
子

５
万
円

第
４
子
以
上

１０
万
円

※
支
給
条
件
等
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

市
子
育
て
支
援

課

�
�
６
６
１
４

１０
月
１
日
「
吉
野
川
市
青
少
年
育

成
補
導
セ
ン
タ
ー
」
川
島
庁
舎
３

階
に
て
ス
タ
ー
ト
。

育
成
補
導
セ
ン
タ
ー
は
、
青
少

年
の
健
康
と
健
や
か
な
育
ち
の
た

め
に
活
動
を
続
け
ま
す
。

「
タ
バ
コ
」
と
「
健

康
」
ど
ち
ら
を
選
び

ま
す
か
�

現
在
、
本
セ
ン
タ
ー
の
補
導
数

の
多
く
は
「
喫
煙
」
で
す
。
平
成

１６
年
度
４
月
か
ら
の
喫
煙
に
よ
る

補
導
は
４５
人
（
男
子
３１
人
、
女
子

１４
人
）
で
あ
り
、
こ
れ
は
未
成
年

喫
煙
者
の
氷
山
の
一
角
で
す
。
小

・
中
・
高
校

で
の
人
権
教

育
・
健
康
教

育
・
道
徳
教

育
等
に
併
せ

て
、
子
ど
も

の
規
範
意
識

や
健
や
か
な
成
長
の
基
盤
で
も
あ

る
家
庭
教
育
の
中
に
、
き
ち
ん
と

禁
煙
教
育
を
位
置
づ
け
て
、
す
す

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
見
つ
か
る
と
煩
わ
し
い
の
で
、

タ
バ
コ
は
戸
外
で
吸
わ
な
い
で
、

家
の
中
で
吸
い
な
。」の
言
葉
を
親

か
ら
聞
く
青
少
年
は
、
ど
ん
な
大

人
に
成
長
し
て
い
く
で
し
ょ
う
か
。

親
は
、
こ
う
を
言
わ
ざ
る
を
え
な

い
切
な
さ
を
乗
り
越
え
て
、
子
ど

も
と
直
に
向
き
合
っ
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

未
成
年
の
喫
煙
の
恐
ろ
し
さ

タ
バ
コ
は
「
毒
の
カ
ン
ヅ
メ
」

ニ
コ
チ
ン
は
「
殺
虫
剤
」
の
成

分
と
し
て
も
使
わ
れ
る
猛
毒
。
１

本
の
タ
バ
コ
に
、
子
ど
も
１
人
が

死
ぬ
量
が
入
っ
て
い
ま
す
。
ほ
か

に
も
、
発
ガ
ン
物
質
が
２
０
０
種

類
以
上
、
化
学
物
質
が
４
０
０
０

種
類
以
上
、
ヒ
素
、
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
も
含
ま

れ
ま
す
。

日
本
で
１

年
に
１０
万

人
以
上
が

タ
バ
コ
で

死
に
、
１

本
吸
う
と
、
命
が
５
分
２０
秒
短
く

な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
成
長

盛
り
の
青
少
年
に
は
特
に
影
響
が

大
き
い
の
で
す
。
ま
た
、
受
動
喫

煙
は
、
マ
ナ
ー
の
問
題
で
な
く
、

生
き
る
か
死
ぬ
か
の
生
存
権
を
か

け
た
問
題
な
の
で
す
。

…
…
…
…
…
…

「
子
ど
も
や
青

少
年
を
守
り
・

育
て
る
た
め
の

情
報
や
悩
み
は
、

本
セ
ン
タ
ー

へ
」

連
絡
先
・
お
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

�
�
６
６
２
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
�
６
６
２
１

保
険
料
の
前
納
制
度

●
保
険
料
を
前
納
す
る
と
、
割
引

が
あ
り
ま
す
。

手
元
に
お
送
り
し
て
い
る
国
民

年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
の
中
に
、

６
カ
月
前
納
用
（
平
成
１６
年
１０
月

〜
平
成
１７
年
３
月
分
）
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
納
付
書
で
６
カ
月
分
を

ま
と
め
て
納
め
る
と
お
得
で
す
。

定
額
保
険
料

「
月
々
納
め
た
場
合
」

１
万
３
３
０
０
円
×
６
カ
月＝

７

万
９
８
０
０
円

「
前
納
し
た
場
合
」

７
万
９
１
５
０
円

６
カ
月
で
６
５
０
円
お
得
で
す
。

※
６
カ
月
前
納
は
、
１０
月
末
日
ま

で
で
す
。
そ
れ
以
降
の
前
納
は
、

納
付
す
る
月
分
か
ら
平
成
１７
年
３

月
分
ま
で
と
な
り
ま
す
。
納
付
書

の
な
い
方
で
前
納
を
希
望
さ
れ
る

方
は
徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金

だ
よ
り

半
額
保
険
料
の
納
め
忘

れ
に
ご
注
意
を
！

―
半
額
免
除
を
申
請
し
、
承
認
さ

れ
た
方
へ
―

●
半
額
の
承
認
を
受
け
た
期
間

は
？あ

く
ま
で
半
額
分
の
免
除
で
す

か
ら
、
残
り
半
分
の
保
険
料
（
月

額
６
６
５
０
円
）
は
納
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
後
日
郵
送
さ
れ

る
、
半
額
分
の
納
付
書
で
納
め
て

く
だ
さ
い
。

●
い
つ
ま
で
に
納
め
る
の
？

通
常
の
保
険
料
と
同
じ
よ
う
に
、

翌
月
末
が
納
付
期
限
で
す
。

●
老
齢
基
礎
年
金
と
の
関
係
は
？

半
額
の
保
険
料
を
納
め
た
期
間

は
、
老
齢
基
礎
年
金
額
を
計
算
す

る
際
に
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た

場
合
と
比
べ
、
３
分
の
２
の
額
で

計
算
さ
れ
ま
す
。

●
半
額
の
保
険
料
を
納
め
な
か
っ

た
ら
？

半
額
の
保
険
料
を
納
め
な
い
と
、

未
納
期
間
と
な
り
、
受
給
資
格
期

間
や
年
金
額
に
ま
っ
た
く
反
映
さ

れ
ま
せ
ん
。

お問い合わせ 徳島北社会保険事務所 �０８８（６５２）２８００ 市国保年金課国民年金係 �２２―２２１３

青
少
年
育
成
補
導
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み
ん
な
で
つ
く

ろ
う
安
心
の
街

―
全
国
地
域
安
全

運
動
実
施
中
―

１０
月
１１
日
〜
２０
日
の
１０
日
間
、

事
件
・
事
故
の
な
い
安
全
で
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
地
域

安
全
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
身
近
な
犯
罪
に
注
意
！

吉
野
川
市
内
で
は
、
空
き
巣
や

忍
び
込
み
な
ど
の
侵
入
盗
に
よ
る

被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

明
日
は
我
が
身
に
降
り
か
か
る

�
問
題
で
す
。
犯
行
は
わ
ず
か
数

分
の
間
に
行
わ
れ
ま
す
。
わ
ず
か

な
間
で
も
カ
ギ
か
け
、
戸
締
ま
り

を
し
ま
し
ょ
う
。
通
帳
と
印
鑑
は

別
々
に
保
管
す
る
な
ど
貴
重
品
の

管
理
を
工
夫
し
、
防
犯
対
策
を
講

じ
ま
し
ょ
う
。

●
不
審
な
ハ
ガ
キ
や
電

話
な
ど
に
注
意
！

架
空
請
求
や
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の

相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

何
を
利
用
し
た
も
の
か
分
か
ら

な
い
請
求
書
の
連
絡
先
に
は
絶
対

連
絡
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
家
族
な
ど
の
名
前
を
か

た
っ
て
電
話
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

い
っ
た
ん
電
話
を
切
り
本
人
に
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
不
審
な
相
手
に

は
こ
ち
ら
の
個
人
情
報
を
与
え
な

い
こ
と
で
す
。

お
金
を
振
り
込
ん
で
し
ま
う
前

に
、
ま
ず
相
談
く
だ
さ
い
。

●
う
ま
い
話
に
注
意
！

「
融
資
し
ま
す
。」「
も
う
け
話
が

あ
り
ま
す
。」そ
う
そ
う
う
ま
い
話

は
あ
り
ま
せ
ん
。
言
葉
巧
み
な
誘

い
文
句
に
は
十
分
注
意
を
払
い
ま

し
ょ
う
。

●
不
審
者
に
注
意
！

誘
拐
や
連
れ
去
り
な
ど
、
子
ど

も
を
巻
き
込
む
犯
罪
が
増
え
て
い

ま
す
。

日
没
が
早
く
な
っ
て
き
た
こ
の

時
期
、
夕
方
遅
く
ま
で
遊
ん
で
い

る
子
ど
も
た
ち
を
見
か
け
た
ら
、

早
く
帰
る
よ
う
に
う
な
が
し
ま
し

ょ
う
。
不
審
者
に
は
、
ひ
と
声
か

け
る
か
、
警
察
に
通
報
し
ま
し
ょ

う
。●

犯
罪
者
が
最
も
嫌
が

る
の
は
、
住
民
同
士
の

連
帯
感

住
民
同
士
に
連
帯
感
が
あ
れ
ば
、

自
分
の
財
産
や
家
族
に
関
わ
り
の

な
い
こ
と
で
も
、
不
審
者
が
い
た

ら
自
然
に「
何
か
ご
用
で
す
か
？
」

と
声
を
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
住
民
の
視
線
と
一
言
が
、
犯

行
を
あ
き
ら
め
さ
せ
る
の
で
す
。

お
隣
同
士
の
輪
を
大
事
に
し
、

犯
罪
や
事
故
の
な
い
安
全
で
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

※
犯
罪
被
害
相
談

に
つ
い
て

○
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い

ま
せ
ん
か
？

犯
罪
被
害
で
心
に
お
悩
み
の
方

は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

★
徳
島
県
警
察
犯
罪
被
害
者
相
談

所

コ
コ
ロ

ハ

レ

バ

レ

�
０
８
８
（
６
５
６
）
８
０
８
０

○
犯
罪
被
害
給
付
制
度

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

通
り
魔
殺
人
な
ど
の
故
意
の
犯

罪
行
為
に
よ
り
、
不
慮
の
死
を
遂

げ
た
被
害
者
の
遺
族
や
、
重
傷
病

を
負
い
、
も
し
く
は
障
害
が
残
っ

た
被
害
者
の
方
に
対
し
て
、
国
が

給
付
金
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

★
詳
し
く
は
、
県
警
本
部
犯
罪
被

害
者
対
策
室
ま
で

�
０
８
８
（
６
２
２
）
３
１
０
１

新
し
い
名
称
に
な
り
ま
し
た

１０
月
１
日
「
麻
植
防
犯
連
合

会
」か
ら「
吉
野
川
市
防
犯
協
会
」

に
、
「
川
島
警
察
署
」
か
ら
「
吉

野
川
警
察
署
」
に
、
名
称
が
変
わ

り
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ

吉
野
川
市
防
犯
協
会
・
吉
野
川
警

察
署

�
�
６
１
１
０

国
民
健
康
保
険
税

第
４
期

納
期
限

１１
月
１
日
�

今
月
の
納
税

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

※
累
計
は
１
月
か
ら
の
も
の

〈 人 権 相 談 〉市民のうごき
住民基本台帳（前月比） 外国人登録（前月比）

計 ４７，２１０人 （－３３） ３２６人（－４０）

男 ２２，４７０人 （－１６） ６４人（－１０）

女 ２４，７４０人 （－１７） ２６２人（－３０）

世帯数 １６，６４９世帯（＋９） ２７７世帯（－３６）

※６５歳以上人口

計１２，３９９人 男５，０１６人 女７，３８３人

〈 行 政 相 談 〉

平成１６年９月１日現在

火

災

救
急
出
動

７
月

０
件

１３１
件

累
計

１２
件

８９６
件

美郷公民館
川島公民館
飯尾敷地コミュ
ニティセンター
山川庁舎会議室

１３：００～１６：００
１３：００～１６：００

１０：００～１５：００

１０：００～１５：００

１０月２１日�
１１月２日�

１１月１１日�

１１月１５日�

川島庁舎会議室
美郷公民館

１３：００～１６：００
１３：００～１６：００

１１月９日�
１１月１８日�

防
犯
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第６４回

鴨鴨島島大大菊菊人人形形 同時開催
第７２回四国菊花品評会

●とき １０月２１日�～１１月２３日� 午前８時～午後９時
●ところ 市役所イベント広場・ＪＲ鴨島駅前

オープニングセレモニー

１０月２１日� 午前１０時 市役所イベント広場

市役所イベント広場

ＮＨＫ大河ドラマ「新撰組」から、芹沢鴨
の暗殺場面「芹沢鴨暗殺」人形５体、近藤勇
の京都での恋人とともに宴の場面「勇と深雪
太夫」人形３体。
日本昔話から「花咲じいさん」人形３体、

成長したかぐや姫が天に舞い上がる場面「か
ぐや姫」人形３体。
弘法大師空海が四国霊場第１１番札所藤井寺
を訪れた場面「藤井寺の空海」人形１体。
このほか、各小中学校の作品やたくさんの

菊花作品が展示されます。

ＪＲ鴨島駅前

新撰組の「試衛館時代の勇」と題して、近
藤勇と正妻つねの人形２体。
●お問い合わせ
鴨島町観光協会（鴨島商工会議所内）

�２４―２２７４
市商工観光課 �２２―２２２６

●平日／１７時～２３時 ●休日／８時～２３時
※２３時からは、かかりつけの医療機関か救急病院をご利用ください。
●○印は、休日診療日です。
●CATVかもじま５チャンネルでも放送しています。
●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話確
認の上、ご利用ください。 ●お問い合わせ／市健康推進課��６６１５

休日・夜間在宅当番医表

�・�月
１１月

１９

１８

２０

２２

２４

２６

２５

２７

１０月

１３

１４

１５

１６

�
１８

１９

２０

２１

２２

２３

�
２５

２６

２７

電話番号

２４－８８８４

２２－１２３０

２４－２５３６

２４－２４８８

２４－２４１３

２２－３０１０

４２－７５３３

２６－００２０

４２－５５２０

２５－２０１６

４２－２１１０

２４－２５６６

２５－２８０２

２５－２００６

４２－２３５３

医 院 名

リバーサイドクリニック岡田

いぬい産科婦人科クリニック

石原内科循環器科

グリーン耳鼻咽喉科

梶本胃腸科内科

森 住 内 科 医 院

山下耳鼻咽喉科クリニック

麻名内科外科クリニック

さ く ら 診 療 所

四 宮 医 院

松 永 医 院

和田耳鼻咽喉科

杉 山 医 院

矢 田 医 院

谷 医 院

１１月

１

２

�
４

５

６

�
８

９

１０

１１

１０月

２８

２９

３０

�

電話番号

２４－６４１３

２４－３３００

２４－５８８０

２４－２３８８

２４－４８８０

２４－３４１３

２４－１７０３

２４－６５６５

２５－３１３３

４２－３１２３

２４－２５３１

２４－３０５８

４２－３１１３

２４－５１２２

２４－３０７０

医 院 名

木村内科胃腸科

筒井クリニック

鈴木内科（敷地）

石 原 小 児 科

阿 部 整 形 外 科

鈴木内科（駅東）

大 久 保 診 療 所

鴨 島 病 院

岸 整 形 外 科

富 本 医 院

糸 田 川 眼 科

大 内 整 形 外 科

工 藤 内 科 医 院

高橋皮膚科クリニック

井 内 内 科

１１月

１２

１３

�
１５

１６

１７

	


�
２９

３０

【小児救急医療体制】日曜・祝日の９時～
１８時、小児科専門医が診てくれます。
●麻植協同病院�２４－２１０１
●阿波病院（第１・３・５週だけ）�３６－５１５１

１０月電話番号

２５－３０６０

２２－０３３３

２４－７３７７

４２－６７５５

２２－１８００

２４－８０７０

２４－２７２０

２４－２９５７

２４－７１７７

２６－０３１０

２５－３５６６

医 院 名

島 野 外 科 内 科

杏 和 医 院

古 本 胃 腸 科

中西内科クリニック

タ ナ カ 医 院

鴨島耳鼻咽喉科

後 藤 田 外 科

美 摩 病 院

渡 辺 医 院

かなめ小児科内科クリニック

岡田医院（川島）

入場無料
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イ
ン
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